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大型クラゲは秋田県まで到達するも来遊量はごく少量 

 （一社）漁業情報サービスセンターがとりまとめた 10月 20日までの大型クラゲ出現情報が発

表されましたので、お知らせします。 

 

・ 10月 20日現在、出現の最北端は秋田県で、傘径 35cmの小型個体が 1個体

のみとなっています。 

・日本海全域、北海道、東北で調査を実施しており、津軽海峡でも分布は確認さ

れていますが、全域でまとまった出現の兆候は見られていません。 

・ 以上のことから、本県への来遊は極めて少ないと予測されます。 

 

詳細 

1. 岩手県への大型クラゲ出現状況 

 10月 21日時点で本県周辺における大型クラゲの出現は報告されておりません。 

 

1. 一般社団法人漁業情報サービスセンターによる出現動向の概要（図 1） 

 大型クラゲは、日本海では 9月から出現し始めました（9月 12日に京都府定置網で傘径 50cm

が 1個体入網）が、以降ごく散発的な出現にとどまっています。 

 10月に入り、出現海域は幾分北上して 10月 19日に秋田県男鹿の定置網で傘径 35cmが 1個体

入網しましたが、日本海全域で出現量は少ないままとなっています。 

 

2．国立研究開発法人水産総合研究センターからの情報（図 2） 

 水産総合研究センターが実施している日本海沖合域における大型クラゲ分布調査によると、9

月 14日～17日に津軽海峡で 2個体（傘径 60～70cm）、新潟～能登半島間で 2個体（傘径 60cm）、

能登半島西方で 3個体（傘径 50cm）が目視により観察されましたが、表中層トロール調査によ

る採集はありませんでした。 

 

 今後も大型クラゲの出現に関する情報をお待ちしておりますので、入網情報や目撃情報などあ

りましたら、最寄りの水産振興センター、沿岸広域振興局水産部、または水産技術センターまで

お知らせ下さい。 



 

図 1 漁業情報サービスセンターが 10月 20日にとりまとめた大型クラゲの出現情報 

（http://www.jafic.or.jp/kurage/） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

図 2 国立研究開発法人水産総合研究センターが行った大型クラゲの分布調査結果 

（http://jsnfri.fra.affrc.go.jp/Kurage/kurage_hp27/fra_bunpu2015.html） 

お問い合わせ先 

 漁業資源部（担当：後藤） 

 電話：0193-26-7915 

 FAX：0193-26-7910 

 E-mail: CE0012@pref.iwate.jp 

ホームページ：http://www.pref.iwate.jp 


